
- 1 - 

第 16 回全国棚田(千枚田)サミット開催状況報告 

 

 平成 22 年 10 月 22 日(金)・23 日(土)、第 16 回全国棚田（千枚田）サミットが静岡県松崎町で開催されました。

サミットのテーマは「棚田が結ぶふるさとの絆～みんなで創ろう！百笑（ひゃくしょう）の里～」です。北は北海道、

南は鹿児島県まで、全国 35 都道府県から 1,300 人を超える参加者となりました。開会式会場は、当日参加者も

多く参加したため、立ち見も出る盛況でした。 

 

■ 1 日目：10 月 22 日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 全国棚田（千枚田）連絡協議会理事会 

9:00 農村環境改善センター研修室では、関係者 30

名が集まり全国棚田（千枚田）連絡協議会理事会が

開催されました。 

○ 全国棚田（千枚田）連絡協議会総会 

理事会終了後 10：00 から、文化ホールに移し引き

続き全国棚田（千枚田）連絡協議会総会が開催さ

れました。 

開会式受付では、資料とともに棚田カレンダーや町内小中学校の児童・生徒が作製した「いづこいし」、石部

女性会 OG が作製した布製のコースターがエコバックとともに配られました。 

○ 第 1幕～【開会式】 
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松崎小学校の 2 年生の児童 61 名も、早苗のグリー

ン、稲穂のイエローをイメージした T シャツで、「棚

田へ行こう！」を斉唱し大会のムードを盛り上げま

す。 

いよいよ午後になると、県立松崎高校体育館を会場

に、第 16 回全国棚田(千枚田)サミットが開催されま

す。オープニングでは、地元聖和保育園のリード鼓

隊 22 名が応援に駆け付けてくれました。 

いよいよ開会式が始まりました。最初は、会長である

新潟県十日町市関口市長のあいさつです。 

引き続きサミット実行委員会会長の齋藤松崎町長の

あいさつです。 

農林水産副大臣篠原孝氏の祝辞です。 静岡県議会議長の天野進吾氏の祝辞です。 
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基調講演の後は、地元石部棚田の事例発表が行

われました。発表者は、石部地区棚田保全推進委

員会会長の高橋周蔵さんです。よみがえれ「食のふ

るさと棚田」～潤える地域づくりを目指して～と題し

て、これまでの復田の苦労や、地域一体となった活

動成果、人手不足などこれからの課題が発表されま

した。 

サミットの開催を記念し、川勝静岡県知事に「農の

理想郷づくり～棚田を活かす～」と題した基調講

演をしていただきました。熱のこもった川勝知事の

基調講演に会場は大盛況でした。 

○ 第 2幕～【分科会】 

第 1分科会 

「棚田が甦る、ムラが輝く」～人の輪が未来を築く～ 

オーナー制度や｢一社一村しずおか運動」による都

市との交流、協働の取り組み事例をとおして棚田の

保全活用策を考えました。 

コーディネーター ： 

杉山惠一氏（静岡大学名誉教授）  

話題提供者 ： 

高橋周蔵氏（石部地区棚田保全推進委員会会長）  

山本 哲氏（せんがまち棚田倶楽部理事長)  

高木 伸氏（富士常葉大学環境防災学部教授）  

田口 譲氏 

      （NPO 法人恵那市坂折棚田保存会理事長) 
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第 2 分科会 

「棚田が支える、地域の自然・暮らし」 

    ～里山の宝探し～ 

棚田を中心とした里山の環境や多面的な機能を再

認識し、これからとるべき行動を考えました。 

コーディネーター ： 

山田辰美氏（富士常葉大学社会環境学部教授）  

話題提供者 ： 

土屋武彦氏（下田市立下田中学校教諭）  

稲垣栄洋氏（静岡県農林技術研究所上席研究員）  

福井順治氏（磐田市桶ヶ谷沼ビジターセンター所長） 

日鷹一雅氏（愛媛大学農学部准教授） 

第 3分科会 

「棚田は学びの場」～みて・きいて・さわって～ 

子ども達に棚田や里山の環境・資源をどのように伝

えていくか地域学習の事例をとおして考えました。 

コーディネーター ： 

中井弘和氏（静岡大学名誉教授）  

話題提供者 ： 

土屋佳彦氏（静岡県立松崎高等学校教諭）  

広瀬麗子氏（ホールアース自然学校）  

すずき青氏（NPO 法人縄文楽校代表）  

五十嵐勉氏（佐賀大学農学部准教授） 

第 4分科会 

「棚田を活かす、地域のネットワークづくり」 

   ～魅力ある田舎をデザインする～  

全国の棚田での「6 次産業」の展開に向け、地域ブ

ランドづくりの事例をとおして新たな新たな戦略を考

えました。 

コーディネーター ： 

千賀裕太郎氏 

      （東京農工大学大学院連合農学研究科長） 

話題提供者 ： 

鈴木 基氏（松崎町商工会事務局長）  

大棟鉄雄氏（NPO 法人フロンティア清沢理事長）  

毛利良之氏（NPO 法人夢中塾副理事長）  

西谷吉雄氏（株式会社いろどり取締役） 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第 3 幕～【交流会】 

オープニングは、地元”伊豆牛原太

鼓”の勇壮な太鼓で始まりました。 

交流会では、松崎の特産品を使った料理や松崎ブランドの商品で松崎の味を堪能いただきました。 

会場ではおそろいのハッピを着た参加者が、それぞれの地域を PR しました。 
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牛原太鼓に負けじと、石部棚田の地元”石部三

友社”による、「沖の大漁、丘の万作」「五穀豊

穣」｢家内安全」を祈願した悪魔払いの｢荒神払

い」が舞われ会場を沸かせます。 

前回開催の新潟県十日町市、次回開催の徳島県

上勝町から地場産品の提供をいただき、松崎の

産品と合わせて抽選会も開催されました。 

最後は次期開催地の、上勝町からのウェルカムあいさつで締めくくられました。 
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■ 2 日目：10 月 23 日(土) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 【石部棚田見学会】 

2 日目は、石部棚田の現地見学会が行われました。

17 台のバスに分乗し、ボランティアガイドの説明を

受けながら棚田へ向かいます。最高の晴天に恵ま

れ、棚田駐車場からは富士山がすそ野まできれい

に見えました。 

バスを降り、石部棚田を下りながら見学していきま

す。所々に、地元石部の方々によるおもてなしが参

加者を喜ばせます。 

「おもてなし」は、次のとおり。 

・石部の海で取れた「イセエビの味噌汁」 

・石部の天草から作った「トコロテン」 

・石部で生産しているオリーブの葉から作った「オリ

ーブ茶」など 

あとは、石部のみなさんの笑顔といったところでしょ

うか・・・ 
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のりを石積みで固めた棚

田は、全国的にも珍しい

ようです。参加者は興味

深く石積みを観察してい

ました。 

棚田から石部地区へ下ってくると、地区のお年寄りたち

が手作りの旗を振って参加者をお迎えしました。 

石部漁港から再度バスに乗り松崎へ向かいます。長八美術館駐車場でバスを降り、町内を散策しながら会場

を目指します。 
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昼食は、”伊

豆 松 崎 の

味”にこだわ

った「松崎海

幸 ・ 山 幸 弁

当」です。町

内 の 仕 出 し

屋さん４店が

協 議 と 試 作

を重ねメニュ

ー を 決 定 し

ました。 

会場に到着し昼食を取った後、さっそく山田先生が

棚田で拾った柿の葉でお雛様を作ってくれました。 

子供たちが一人また一人と集まり始め、何ができる

かわくわくしながら、先生の手元に見入っています。

○ 【分科会のまとめ】 

午後一番には、昨日行われた各分科会のまとめが

各コーディネーターから発表されました。 

会場に到着し昼食をとった後、特設会場で地場産

品・特産品を見て回ります。ロビーには、次回開催

地徳島県上勝町をはじめ、松崎町の近隣市町の展

示が行われています。 
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○ 【閉会式】 

分科会のまとめが終わると、いよいよ閉会式です。 

石部地区棚田保全推進委員会副会長の高橋靖さ

ん、富士常葉大学で石部棚田と出会い松崎町で暮

らすようになった芝村知子さんが、声高らかに宣言

文を読み上げます。 

次回第 17 回全国棚田（千枚田）サミットは、平成 23 年 10

月 28 日（金）・29 日（土）徳島県上勝町で開催されます。 

徳島県上勝町 「大平・堂平の棚田」 

※以下の Web ページに掲載の写真及び文章を引用しています。 
 石部棚田へ行こうよ！ http://www.ishibu-tanada.com/   静岡県松崎町 http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/ 

次期開催地、徳島

県上勝町の副町長

さんが、次回開催へ

の意気込みを語っ

てくださいました。 

棚田サミット実行委員会会長の齋藤松崎町長が、

閉会のご挨拶。 

松崎小学校 2 年生による「棚田へ行こう!」の斉唱で

大会は幕を閉じます。参加者は、児童たちの歌や

踊りに合せて手拍子で盛り上げます。 

棚田サミット実行委員会高橋周蔵副会長の閉会宣

言が行われます。 

http://www.kamikatsu.jp/

